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資料Notes
今日のロン ドン建築につい (その５）て
一ロンドンの中心吉部 と川辺
本俊夫＊松
OnLondon,scontemporaryarchitecture（Part５）
－CentralLondonandLondonriverside
ToshioMATsuMoTo
Abstract:IhavebeeninLondonfromlstSeptember2003to31stAugust2004asavisitingresearcher・I
stayedattheBritishArchitecturalLibrary（RIBALibrary,ＲＩＢＡ:TheRoyallnstituteofBritishArchitects）
inordertoresearchbuildingmaterialsandconstruction･IaminterestedinnotonlybuildingmateriaIsbutalso
buildingconstructionsystemandprocess・Duringtheperiodofresearching,Icollectedsomematerialson
Londo､，scontemporaryarchitectureattheLibraryanddidaseriesofheldresearchbymeansoftakmgpho-
tographsonthesitesofthesearchitecture･ImainlyresearchedsomearchitectureoncentralLondonandLon‐
donriversidR
Thisreportdealswithsometraditionalandmodernarchitecture,somerestorationandnewarchitecturein
LondonThereisapartofmodernarchitecturewhichiscommonlycalled``Hi-tech，,intheUnitedKingdom．
ＫｅｙWord： RIBALibrary,London,Contemporaryarchitecture,Hi-tech
７，８）：AlisonandPeterSmithsonの計画・設計で工期Ｉ．はじめに は1962-64年。PiccadillyCircusからPiccadillyを西へ
ロンドンの北から中心部にかけての建築の観察の行程 少し進んでＳｔ・
つの新しいピル
画である。
JamesStreetに入ってＬ形の敷地に３
において， 前回までに或る程度の資料の作成を行った (オフィス，フラット，銀行）を含む計
まだ追加して取り上げるべき建築は多い。が， また，水
辺にも足を伸ばす必要がある。
Ⅱ．今日のロンドン建築一ロンドンの中心部と川
辺の建築
地下工事は１０ft,掘削して大きな場所打ち杭。３つの
側面にコンクリートの擁壁，既存建物の１つの側をア
ソダーピニング， タワーブロックのコアに対して大きな
コンクリートのベース。
歴史的建築群の占めるロンドン中心部にあって， 近代
建築運動の渦の中から生れたオフィ ス・ピルとしての
TheEconomistBuildingが今も輝かしいプラザを形成
している。一方，ローマ人の残した遺跡に並んで先端技
術を駆使した超現代的なオフィス ピルとしての８８
WoodStreet が周辺の古典的建築物に調和を保ちながら
白日羊張していろ。
また，テームズ川沿いの野原の中に突然急進的で精巧
な市民の為のＣｉｔｙHallが出現し市民を川辺へと引き寄
■■
せるのに役立っている。
LTheEconomistBuildingl)2)(図１，２，３，４，５，６，
IU
＊工学部建築デザインエ学科教授
Professor，DepartmentofArchitecture，FacultyofEn‐
図ITheEconomistBuildingglneerlng
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骨組は，全部のビルが鉄筋コンクリート・フラットス
ラブの鉄筋コンクリート構造。鉄筋コンクリート柱。垂
直の循環とサービス・コアを囲っている壁と建物の下に
行くにつれ拡がっているＴ形柱との間に梁なしスラブ
(８ｉｎからｌ２ｉｎ厚）がかけられている。
(メインの）屋根は，鉄筋コンクリート・フラット
スラブでコンクリートのパラペット壁付。モルタル下塗
雨樋はコンクリーりの上にアスファルトで傾斜仕上げ。
トコア内に落下用パイプ。プラザPlazaの屋根は鉄筋
仕上げは３コンクリートのスラブの上にアスファルト，
in､のアート・ストーン舗装となっている。
図２TheEconomistBuilding外装はPortlandStoneで，１/４ｍの磨き板ガラスの
複層ガラス窓が酸化処理アルミニウム枠の中にセットさ
れている。
１５階のオフィス・タワーは典型的な２人オフィスを
in､モデュールで計画， PortlandStoneつくれる１０ft､６
によるマリオンは５ft､３ｍ・間隔。銀行ブロックのモデ
ュールは１０ft､６in.。以上の２つのブロックはシング
ダクト・インダクショソ・システムで空気調整され■
ｏ
ルデ（） 空気は屋根のプラントから導入され， 温・冷水は地
階プラント・ルームからポンプ・アップされ個別に各部
屋の窓下のコントロール・ユニットに分配される。空気
はサービス・コアを通して引き抜かれる。８階の住居ブ
ロックは５ft､３ｉｎのモデュールである。このブロック
}ま慣習的なコンペクター・ヒーティングと窓の開放であ
る。BoodldsClubは，横の階段・歩道ができることで
新しいベイ窓を１つつけた。
図３TheEconomistBuiIding
オフィス・タワーの２，１２，１３階の床スラブは200ｌｂ
の荷重に対して１０１/２ｉｎの厚さだがそれ以外は50lb．
の荷重に対して８iｎ.厚のスラブの上に２１/２in.厚の下
衝撃による音の伝搬は弾力性のある裏打ちの上塗りで，
ﾄの床仕上げを用いることににＰＶＣをコートしたシー
より廊下で無視される。オフィスはカーペット敷き。床
スラブ下側は吸音プラスター処理。
(註)3）完成５年後1969年に再訪問して，この建物の外
材料の選択の問題や隣人部仕上げの点検を行っている。
との性急な関係，みせかけのディテールなどが原因で，
始めから長い間未熟に見え続ける建物がある。 筆者は，
図４TheEconomistBuildingプラザを歩いてみてSmithsonの技に驚かされたとい
う。そこには，固体，否定できない構造がある。それで
も，そこには空間の透明性がある。
３つの建物全部を連続して行うのに約１ヶ月か多かれ少なかれ一様に劣化しているが形を石工事は， われる。
かる･強調する色彩の変化は充分持ち合わせている。 割れ目の
，素晴ら プラザの石の舗装はよい状態のように見える。 水はけある化石化したRoachBedPortlandStoneは，
}よ，石の間のオープン・ジョイントを通って下の溝へと
逃げる。しかし，舗装の下のアスファルト層は.-部破損
しい記念的な特徴を有している。風の当たらない陰の面
に沈殿物がないのが奇妙だと誰も最初は実感しない。金
していて水は駐車場に滴下している。属の窓台が窓を流れる水を柱の横に運ぶチャンネルを有
柱の横から水は金属外装を下り降りる。 柱の表面は１～２本破損していた。 石は`Abbey，アン
，各床の持送りに
これしており，
カーでコンクリート柱に取り付けられ，が実際に働いている。外装のクリーニングは月１回行
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図６TheEconomistBuildin□
の記事の概要は次の通りである。
ＳＯＭにより一度刷新Renovateされているが，
経っても外装は殆ど清掃Cleaningや承がき直し
bishingの必要がないと判明している。Portland
据付けられている交互の石ジョイント（12.7ｍｍ厚）
のところで石灰モルタル塗り仕上の圧縮ベッド・ジョイ
ントがある。痛んだ石は間違って固定して定着されてお
り熱挙動が圧縮力を発生し外側へずれた。アンカーは歪
んだが，保持されていた。
灰色に焼付エナメル塗装したアルミ合金のトリムの表
面仕上げは，ロンドンの気象によく耐えている。しか
し，カバー片の幾つかは時々固定クリップから飛び出し
ている。止まっていてもずり下がっているのもある。隙
間が残り窓台のチャンネルから雨水が流下しているに違
いない。建物内に水は入っていないようなので損害は殆
どない。永い期間の手当てとしては外からスクリューで
固定することだが，建築家はスクリューが見えるのを好
まない。
(註２)4）1989年のTheEconomistBuilding再々訪問
るが，２７年
外装は殆ど清掃Cleaningや承がき直しRefur‐
要がないと判明している。PortlandStone
の外装は連続したコンクリートのあごに設置され`Ab
bey，アンカーにより固定されている。石の後の中空部
はセメント・グラウトで充填されたが今や幾つかの石の
上に明らかな褐色の汚れの原因となっている。
コンクリート・エプロンの内面に塗られたオリジナル
の15ｍｍ厚のポリスチレンは全体的な防湿層のついた
グラス・ファイバーのインシュレーショソ材に取り替え
られている。これは外装のＵ値を改善し結露が問題に
ならなくなる。
石のマリオンは，断面が約180×１８０ｍｍの一本石で
ある。全ての第２のジョイントは石灰モルタルを塗っ
た圧縮・ベッド・ジョイントである。このベッドはシー
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ラントで保護されているが今や取り替えるべきである。
石のマリオンと外装との間の垂直交点を仕上げるエナ
卜が使用されている。コア壁の打放しコンクリートと入
口ロビーの床下張りも高強度コンクリートを使用してい
メル塗装アルミ片によるCoverStripは元の場所からす る。
そのような革新的な構造も基礎の問題があった。れるか，支持ブラケッ ﾄの固定の欠陥により完全にはじ 現場
これらの小片材は今は外側からスク には古い地階があり， ケーブル等電話交換回線を含んでけてしまっている。
リュー固定されており，拡大したスクリュー孔はシリ
コーン詰めされている。
後部のトリムは鉄のスクリューで固定されていた。こ
れは失敗でありスクリューの何本かとブラケットまで無
そこで今はステンレス鋼のスグリ<なっている。 １－に
取り替えられている。
窓の底部のアルミ溝は，水を外装からマリオンの上の
垂直トリムへし
る。その他気づ
りぞけるのに効果的であったようにゑえ
５ いた点：
０石の笠木は不適当であった。パラペットの頂部と内側
は数年前に防水コーティングがなされた。
･焼付エナメル塗装の寿命期限がきている。今は清掃さ
れ２成分系エポキシ吹付塗装仕上で現場で再コーテ
イソグされている。
･外装材は水とブラシだけで徹底的に清掃された。 酸は
石の成分から使用しなかった。
･窓と構造骨組との間に少しの挙動は許容されていた
が，これは不要な応力をもたらしているようには見え
ない。恐らくそれは， 骨組が重い状態で直立していて
非常に剛でガラスの窓が大変軽くつく ､うれていたこと
によると思われる。
・全てのシーラントは今や取り替えられている。
建物のオリジナルの特徴と形は27年以上保持されてき
図９８８WoodStreet
ている。メインテナンスは，この建物の特徴や形を変え
ディテールを更新するためにのみ必要とろというより，
新しかった時と同様に立面がよく 見えるようにされる。
するために少しの刷新Refurbishmentしか必要とされ
なかった。
２．８８WoodStreet5)6)7）（図９，１０，１１，１２，１３，１４，
１５，１６）：ＣｉｔｙのＢａｎｋから西へＳｔ・Paul,sCathedral
の少し前でWoodStreetとLondonWallの交叉する角
地にRichardRogers＆Partnersの設計でＡｕｔｕｍｎｌ９９５
年に現場がスタートしてAugust1999年に完成した。
18階の連結した３つのガラス.1０，１４， タワーで主
要道路からセットバックしており，投機的なオフィス・
ビルとして設計された。狭い場所に当初の計画のヴォリ
ユームを納めるために階高を詰めねばならず，その為に
薄い床が必要とされた。総使用可能床面積22,300,2で
2,000人のスタッフが働ける充分な空間を提供する。
TheGuardianの建築批評担当のJonathanGlancyは，
この建物は英国で建てられた最上の投機的オフィ スに相
運ないと考えている。
柱と薄くて広いスパンの床におけるプレストレスト
ポストテンショソド・コンクリートに高強度コンクリー 図１０８８WoodStreet
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１５ｍの柱グリヅ ﾄﾞの短いスパン方向に於いて骨組挙動図１２８８WoodStreet
から固有の安定性を発揮するので現場打ち工法が採用さ
柱の数を減らして追加の床面積を確保するため周れた゜
これらの設備は残さねばならず新しいピルから構いる。 辺柱線を越えて1.5ｍの片持梁の床を出して今や１５ｍ
造的に独立していなければならなかった。RoyalMail， のスパンは可能であった。複合鉄骨床に比べるとポスト
ＢＴのトンネル，地F豪が杭を理想的な支持位置に配置
するのを妨げていた。予算は，ロンドン粘土層の中で孔
テンション・リブ床の最小600ｍｍの床深さは最大のう
レキシピリテ ィをもってサービス関係の通過が容易にて
の下を拡げる慣習的な杭打ち計画 (先端拡大杭）しか許 きる。
上部構造のブレーシングは，この建築の主たる特徴で今必要とされる砂層に深く杭打ちしたpＩしなかった。
大形先端拡大杭の予算はなかった。り， 拡大杭をオー ある。ブレースの入った柱間壁は全部鉄骨構造で柱はコ
ンクリートで包まれたＣＨＳ（CircularHollowSection）ガーできる場所に慣習的な拡大の２倍の直径にあたる
5.4ｍの直径にしなければならなかった。それは過去ロ
ンドン市でつくられた最大のものである。地表面下の
柱である。１階と３階の問に目立った方杖ブレースがあ
る。それより上の階は，２本組のMacalloyBarsがジャ
ＢＴ豪の全寸法は，巾20ｍ長さ40ｍあり，建物の上部 ツキで降伏応力の45％でプレテンションされている。 ４
構造を６本の巨大な鉄骨移転梁TransferBeamにより 階分にブレースが入り８本のロッドが同様にテンショ
ンされている。
コアと階段室は建物骨組により安定化されている。各
電話交換機の上に支持されることを強いた。その梁１
本で長さ19.5ｍ，重さ８２トンである。
タワー構造はそれぞれＨ形鋼をコンクリートで包ん 床レベルで垂直DifTerentialMovement を許容するよう
だ交叉グループにより外部で横方向の強化がなされてい 連結されている。 18階と14階ブロックの２つのコアは
る。施主の床面積増加の依頼に対して，強力なコンク 完全にガラス張りであるので，そのディテールは建築的
に極めて重要と考えられる。階段板は支持柱を安定させ
るためにプレテンションされた。プレテンションされた
リート骨組が安定性を高めるために選択された。ポスト
テンションされたリブ床が選ばれた。それにより床高を
300ｍｍ節約できた。ポストテンショニングはまた床 ロッドはガラス張りのマリオンとして用いち れる゜
スパンを増すと同様に基礎に伝達される固定荷重を最小 アンボンド・システムのポストテンションが採用され
にする。理想的な構造グリッドとして選択された６ｍ× ＰＣ鋼材は打込後36時間で設計荷重の50％まで初期た。
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＃
．にストレスを与えられた。その時，コンクリート強度は
２０ＭＰａに達していた。数週間後に最終ストレスが外装
の前に入れられた。その時のコンクリートは40ＭＰａに
達していた。
柱用に18階の頂部までC80マイクロシリカ・コンク
リートをポンプ輸送することの適応性について疑問があ
った。そこで，マイクロシリカなしのＣ６０コンクリー
トが代用され，柱は元の直径を保持すべく追加補強され
た。ポンプ打設できるコンクリートとして，ポルトラン
ドセメント500Ｋｇ／ｍ３，２０－５ｍｍ粒度のShepton
Malletの石灰石粗骨材，Greenwichからの海砂を用い
たものが製造された。水セメント比0.40未満，125ｍｍ
のスランプのワーカビリティーを保持するためにFos-
roc減水剤が加えられた。しかし，そのような粘着性の
調合を高品質の仕上げに高められるよう充填することは
困難であった。とくに9.8ｍの２層分の高さの入口ロ
ビーの柱は困難であった。慣習的な内部バイブレーター
を試した後，日本製の高周波バイブレーターが欠点のな
い表面仕上げをつくり出すために用いられた。多くの空
気式内部振動機は粘着性のハイパフォーマンス・コンク
リートの中に沈むとパワーと振動数を低下させて充填が
できない。
円形の柱のメタル型枠は鋼板の表面の光沢を消すため
にエア・ブラストして均一なつや消しコンクリート仕上
げが得られた。シーム溶接は滑らかで不要な接合部の線
は見られなかった。リブ付き床スラブに対してもＧＲＰ
型枠を用いて同じ仕上げを得るよう現場テストが行われ
た。型枠はごく小さなスポンジでショット・プラス卜さ
れ，’慎重に選ばれた剥離剤でつや消しコンクリート表面
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図l1688WoodStreet
仕上げが達成された。柱は，トレミー管を用いてエア．
ポケットの連行を最小にし，内部充填中にエア．ポケッ
トが逃げるのに充分な時間をとるよう注意深く打設され
た。床がポストテンションされるので柱の整列は少し変
則的となった。このように長いスパンにわたってＰＣ鋼
材にストレスをかけることは床スラブの弾性収縮を生ず
る。周辺の柱はこれに対抗するために頂部で垂直から
１０ｍｍ傾けなければならなかった。
設計チームにより建築コストが予算内に納まるよう配
慮されたにも拘らず，この企画は結局は予算をオーバー
した。それは，上階に予定していたパワー．プラントを
地階に設置するという施主の遅い決断があったことによ
る。既存のＢＴ電話交換機の下に２つのサービス．トン
ネルを作る必要が生じ，地階の完成した床スラブを破壊
しなければならなかった。ポストテンションされたコン
クリート床をカットして穴をあけるのは大変困難で時間
のかかることである。
WoodStreet側は８階に低くおさえて，２つのブロヅ
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GreaterLondonAuthority）スタッフのためのオフィス
を含んでいる。NormanFoster＆Partnersの設計で，
設計から建築までわずか30ヶ月，予算通り，工期通り
できあがりAugust2002年にオープンされた。
建物の方向と形はエネルギーを節減するよう設計され
た。その形は，最大容積で最小の表面積をもった幾何学
的にモディファイされた球面から成っている。会議場の
ガラス張りファサードは太陽光の直射を最小にして太陽
クはセットバックして通りから見えないようにしている。
3つのブロックが並んで連結しているプランで後へ行く
程高くなっている。
昼光が奥まで透過するよう３つのブロックが深い切
れ込みをつけてつくられた。光はさらに床から天井まで
3重ガラス張りによって取り入れられている。主要道路
に面する長い東一西のファサードは世界最大の複層（二
重）ガラス・ユニットで外装されている。最大の透明性
を追求して高価なダイアモンド・ガラスが使われてい
る。パノラマ的なエレベータ・タワーは８，１２，１６階で
市のスカイラインの壮大な景観が得られるルーフテラス
に直結している。Lloyd，sではサービス部門をドラマチ
ックな建築的効果をねらってトップ・ヘヴィーのタワー
をつくったが，WoodStreetではできるだけ設備は地階
に入れ，エレベータと階段のタワーを極めて細目にして
見晴らしを取り入れた。
Resisterでは，モーターで動く外装ルーバーを用いる
ことにより革新的な低エネルギーを追及したが，Wood
Streetでは施主の強い要請により'慣習的なエア・コン・
システムが採用された。建物の主たるエネルギー効率対
策は，ガラス張りシステムに統合されたブラインドの開
閉・半開を自動的に調節する内部ブラインド・システム
によっている。ブラインドの空調部も侵入する太陽エネ
ルギーを吊り天井内に引き入れて排出するのに用いられ
る。
RichardRogers＆Partnersがマスターして実施して
いる外部のブレースにより全鉄骨構造に見えるコンク
リート構造を商業建築の企画においても芸術的なテーマ
に高めている。
3．CityHall8)9)10）（図１７，１８，１９，２０，２１，２２，２３，
２４，２５，２６）：テームズノ||沿いにロンドン塔と川をはさ
んで向い合って立つ。モーター・サイクルのヘルメット
に似た形で，すぐ横にかかるロマンティックなTower
Bridgeと好対象である。ロンドンのLocalGovernment
O6hceで，２５人の会議場，市長ほか500人のＧＬＡ（The
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熱の吸収を減らすよう川の北に面している。南側では建
物は上方にセットバックして床板にさしかかるようにな
り下方のオフィスに対し自然の陰影を与えている。この
形は，オフィスの自然換気（窓の下に換気孔）と組合わ
せて環境調整の高応答システムで，典型的な高度エア・
コン・システムのオフィス・ビルの１/４のエネルギー
を年間カットすると評価される。
建物の形と外面スキンの両方が太陽の方向に応答す
る。建物は，方向に従って統合された陰影装置をもった
不透明・半透明・透明のパネルを取り入れた滑らかなガ
ラス・スキンの外装で覆われている。北の会議場は二重
ガラスの三角形のスキンになっている。オフィスの外装
は，換気孔のある三重ガラスの平らな表面である。内装
は，断熱スパソドレル部材と低放射二重ガラス・ユニッ
トでつくられている。日除けブラインドは二枚のスキン
の空間にある。日除けとグレア防止にスキンの空間の空
気の挙動がシステムの効果を高める。換気空間はまた自
然換気の空気の入口ともなる。
3844枚のガラスは，それぞれ特別である。ガラスの
寸法とパネルの位置を決めるのにコンピュータ・モデル
が用いられた。１．５ｍの内部の仕切りグリッドがマリオ
ンの位置を決めた。マリオソは固有のねじれを克服し平
らなガラスの不等辺四角形のパネルを作るために垂直か
ら変化させられた。
ＣｉｔｙHallは，あらゆる最新のデザイン手法と建設技
術を用いた極めて精巧な現代建築の一つといえる。
Fosterによると，ＣｉｔｙHallはデモクラシーと親近感と
サステイナビリティーsustainabilityのモデルとしてデ
ザインされた。会議室の直下の地下の楕円の広間にセン
トラル・ロンドンのモデルが展示されている。鏡面に磨
かれたステンレス鋼の楕円形に集約されている天井によ
り昼光がこの場所に反射されている。この場所から500
ｍの長さのランプ斜路がこの建物の頂部の10階まで全
部に廻っている。ランプは最終的に頂部にある市長室へ
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と導く。‘ロンドンの居間，と呼ばれ，200人のゲスト
を迎えることができ，周囲にはテラスがある。
構造的には，急進的な幾何学による永久張力の構造に
よる革新的な建物である。エンジニアのＡｒｕｐによる
と，建物の形は大きな永久的水平力を生糸出す。それは
構造設計に支配的である。建物の重量は傾いている柱の
幾何学と組合わされて水平力を発生する。それは，建物
を平衡に保つために建物の安定システムによって抵抗さ
れる必要がある。それ故，Ａｒｕｐはこれらの力を効果的
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ユニットは対角線状に配置されたカーブした鋼管に支え
られている。対角線状の構造は，会議場を横切って2５図２５CityHal］
上部構造に取り付けられるまでに5０ｍスパンで屋根の
ｍの高さに及んでいろ。300ｍｍ直径の鋼管が１つの構
な手法で解析する構造システムを開発した。
・風によるものも含めて発生した全応力は南に向って引
造に溶接されている。ヒート・ロスとたたかい下への通
気を和らげるために，対角線状の構造は周辺の暖房回路
からの温水に満たされたパイプとして巨大な放熱器とし張力を出す。
．傾いた柱は各階の鉄筋コンクリート ･コアに鉄骨梁の
梁は平均750ＫＮ
て用いられる。
エネルギーに関しては，ファサードと地域冷房システネットワークによって拘束される。梁は平均750
の力を負担する。
・コアは階段とエレベータ・シャフトの回りのボックス
ムはエネルギーの要求を非常に低レベルに減ずるよう設
計された。Ａｒｕｐによると，指標は機械システムの年間
エネルギー消費を典型的なオフィスの約１/４にするこ
とである。（一般のオフィスピルの機械システムは全エ
として350ｍｍ厚の壁を形成しており，
所で片持梁に分岐している。
基礎の杭頭の
．この荷重に抵抗する80本の杭は， 杭の中に弓|張力をネルギー消費量の40％である｡）選ばれたシステムは非
常によかった。ファサードの１ｍ当りの最大の太陽熱避けるよう配置されている。
形とそれを支える構造の開発は，FosterとＡｒｕｐの間
の電子３Ｄモデルの急速な進歩に依存した共同作業であ
った。
アトリウムのランプは，Lubetkinのペンギン・プー
吸収は180Ｗ/ｍで， 普通のガラス張りオフィスの１/２
であった。これを達成するため，ガラスは遮断性能のよ
いパネルが用いられた。透明に見える場所には高性能太
陽熱制御ガラス張り，高遮蔽不透明パネルと低位置およ
ルとFosterのReichstagの様式が思い出される。 アトび高位置の開閉可能な換気，太陽熱とグレア制御のため
ブラインドが外装空間に配される。 外側の窓ガラス１こつ
ンドからの余分な熱
リウムは各回転に対して踊り場と２つの中間のハン
ガーの３ポイントで支持されている。その構造は連続
した鋼製の箱で，1.5ｍ巾で0.4ｍ深さでコンクリート
られた熱の送気管が外側のブライン}く
を排出する。
の段（板）がのっている構造の動的応答をコントロール
するため鋼箱とコンクリート段板の間に調節用の膜を入
主な冷房は地下水で供給される。この井戸Borehole
に基づいた冷房は屋上に冷却器を必要としないのでデザ
れた゜二重にカーブしたアトリウム壁の二重ガラス張りイン上有効であり， エネルギー消費を劇的に減らすこと
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ができる。２つの井戸が100ｍ掘削された。冷房に用い
られた後，水は貯蔵され，余分な水はテームズ川に排出
する前にトイレや植栽の灌概に用いられる。
オフィスは床のグリルを通して機械的に供給される新
鮮空気により冷房される。床の中空部は圧力がかけられ
ていて空気供給に配管ダクトの必要を省いている。必要
ならば天井の冷却梁により供給される。冷却梁は自己調
節式で，オフィス内の温度に依存しながら必要とされる
だけの量の冷却が供給される。
開放的な換気が全ての周辺オフィスに行われ，自然の
換気が受けられる。換気が開いているときは，個別空調
と暖房システムは働かずエネルギーの節約となる。
暖房のための温水(最大のエネルギー要求となるもの）
は２つの高率ガスボイラーにより発生される。特別な
場所への供給は必要に応じてなされ，それ以外はスイッ
チが切られている。自然換気はその区域でも常に可能で
ある。アトリウムの暖房については前に出てきたが，真
夏会議に用いないときは上階と下階で大きな換気用窓を
開ける。フォアイエは冬期高度に空調された空気が供給
される。夏はテラスへ向けて大きく開けて自然換気する。
一般通路の床仕上げは，石切場の破砕片を用いた再生
石タイルで形成されている。入口のゴム製ドア・マット
は，リサイクルされた自動車のタイヤである。
Ⅲおわりに
丁度40年前に建てられたTheEconomistBuildingを
前にした時，少しずつ刷新され手を入れられていても，
古さを感じさせない新鮮な感動を呼び起こされた。プラ
ザを中心とした計画と淡いピソクの色調の石と灰色のア
ルミニウムとガラスが鉄筋コソクリートの躯体を包んで
いる格調ある設計が落着いた明るい空間を創り出してい
る。
８８WoodStreetのビルは，総ガラス張りで一見鉄骨
構造のような姿の中に現場打ち高強度コソクリートによ
る躯体が秘められ床はポスト・テソショニソグされてい
る。さらに，外部・階段室はブレーシソグで固締され，
建物全体に緊張感がゑなぎり，材料の持てる性能がフル
に発揮されているように見える。オフィス・ビルの典型
をテーマに据えながら材料を活用・統合していくのは芸
術的といえる。
ＣｉｔｙHallにおいては，技術と工夫がエネルギー効率
性能に貢献したといわれたが，公共建築として環境問題
を前面に掲げて低排出地区ALow-emissionszoneが最
悪の自動車公害地域で実現可能であることを示した。敷
地は野原で荒地であった所で，そこに市民を引きつける
形の公共建築がガラス張りの外装でつくられた意義は大
きいと思われる。
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